









公民館へ行こう



　子どもから大人まで世代を問わず楽しめる「ちゅうおうFESTA（フェスタ）」が1月25日～27日、中央公民館で開かれました。このイベントは、中央公民館を拠点に活動している利用団体が中心となって開催しています。

　今月から各地区で始まる公民館まつり（特集内にコーナー有り）も、見どころ満載です。
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中央公民館



　市内には中央公民館のほかに、地区公民館が25館あります（次地図）。

　春の足音が聞こえ始める今月中旬から3月中旬の週末、それぞれの地区公民館で「公民館まつり」を開催します。普段、公民館をあまり利用していない方も、この機会に足を運んでみては――。

問：中央公民館　電話：0463-34-2111






[image: 地域の中心に公民館]




全国でも珍しい


　地域の学びの場・憩いの場・ふれあいの場である公民館。現在、全国にある公民館は約1万5500館で、県内には約160館あります。

　平塚市には中央公民館のほかに地区公民館があり、地域に密着したさまざまな活動をしています。ほぼ小学校区単位に公民館がある自治体は全国でも珍しく、小さな単位だからこそできるきめ細かなサービスの提供と、それぞれの地域の特性を生かした活動を進めています。また公民館は、社会教育施設として住民の学習支援を行うほか、地域の拠点として地域自治の重要な役割も担っています。






市内4ブロック


　25館ある地区公民館を、四つのブロック（区域）に分けています。

　地区公民館がそれぞれ行う事業のほかに、ブロック単位で独自の事業を展開しています。平成24年度は、南ブロックで「男の料理教室」を、東ブロックで「親子星空観察会」を、北・西ブロックで東海大学大学院の学生によるコンサート「世界名曲の旅」を開催しました。

南ブロック公民館（6館）　崇善・須賀・松原・富士見・花水・なでしこ。

東ブロック公民館（7館）　大野・八幡・四之宮・中原・松が丘・大原・南原。

北ブロック公民館（6館）　神田・横内・大神・岡崎・豊田・城島。

西ブロック公民館（6館）　金目・金田・土屋・吉沢・旭南・旭北。



[image: 公民館設置地域]




公民館を映像で紹介



　「公民館では、どんなことをしているの？」「公民館は、どんな人がよく利用しているの？」。身近にあるけれど行ったことがない。利用してみたいけれど何をしているのか、実は知らないということはありませんか。

　広報番組ひらつか市民生活ガイド『公民館へ行こう！』は、市に転入してきた方や公民館を利用したことがない方に、映像で分かりやすく公民館の施設や事業などを紹介しています。

　広報番組のDVDは、各図書館で借りられるほか、ウェブ版もユーチューブ（http://www.youtube.com/user/kohohiratsuka）でご覧いただけます。

問：広報・情報政策課　電話：0463-21-8761





こんな活動をしています





　公民館には地域の人々が集い、それぞれ目的を持って活動しています。公民館も、その活動を積極的にサポートしています。

　ここでは、地区公民館にかかわる人々の取り組みを紹介します。





地域の″人材″を活用公民館の図書ボランティア




きっかけは子ども

　大原公民館の図書コーナーで、図書ボランティアとして活動する大和田マイ子さん（次写真）。地域の人材を活用しようと、大原公民館が開館後、間もなく始めた制度「大原TALENT（タレント）」に登録し、月に2回程度、公民館の図書コーナーで本の整理や入れ替えなどをしています。

　図書ボランティアとして、公民館以外でも10年以上活動している大和田さん。「子どもが小学校に入学した時に、学校で募集していたのがきっかけでした」。図書ボランティアを始めてから、本への関心も高まっていったそうです。

[image: 大和田マイ子さん写真]




さまざまな工夫

　大原公民館で図書ボランティアを始めた頃、図書コーナーは単に本を置くだけのスペースというイメージが強かったという大和田さん。大原公民館は小学校とつながっているので、子どもたちが図書コーナーに足を運ぶ機会が増えればとの思いがあったと言います。

　まずは、本を気軽に手に取ってもらえるようなコーナーにしようと陳列の仕方を工夫したそうです。通常は背表紙が見える状態で置きますが、お薦めの本などはきちんと表紙を見せる「面展示」という置き方をします。「本屋さんのように、表紙を見せたらビジュアル面でだいぶ違ってきます」と大和田さん。また絵本などは、子どもの目の高さに合わせて下段に陳列しました。配置一つにしても、さまざまな工夫があります。




もっと多くの方に

　公民館も、図書コーナーを充実させる取り組みを進めています。誰もがくつろぎながら本を読めるように、専用スペースを設けるなどの環境整備もその一つ。

　大和田さんは「自分のできる範囲の活動をしている」と話します。「もっと多くの方に本を読んでもらいたいです。本を読むことで元気をもらったり、生活面でプラスになったりします。公民館の図書コーナーが、そのきっかけになってくれればうれしいです」と思いを語ってくれました。




大原 TALENT

公民館事業など、積極的に地域人材を活用しています。分野はさまざま。現在、15人が登録しています。





地域の人が地域の人のために作る『花水公民館50周年記念誌』




地域への思いから

　今年50周年を迎えた花水公民館。「公民館の歴史は花水地区の歴史」と語るのは、花水公民館50周年記念誌実行委員会委員長の瀬谷正敏さん。記念誌（A4判、21ページ）には公民館の歴史も掲載していますが、瀬谷さんは「公民館を利用する地域の方々の歴史を形にしたいという強い思いがありました」と強調します。

　実行委員会は、自治会長と公民館運営委員からなる、26人で構成しています。一昨年の12月から、記念誌に掲載する写真や資料集めを始めました。100枚近くの写真が集まり、実行委員会で1枚1枚確認し選考。制作には1年ほど掛かったそうです。




見てもらってこそ

　手に取って、見てもらえるような記念誌にするにはどうすればよいか--。実行委員会が立ち上がった当初、さまざまな議論が交わされたそうです。まず決まったことが、記念誌を花水地区の全戸に配ることでした。「関係者や一部の方にしか渡らない記念誌では意味がない」と、瀬谷さんは自信を持って答えます。

　「予算も限られていたため、制作や配布にかかる費用など解決しなければならない、さまざまな問題がありました」公民館を活動の拠点に、記念誌をまとめた（次写真右から）瀬谷委員長と坂田公民館主事。記念誌は今月から、花水地区の全戸に自治会を通して配っていますと語る、公民館主事の坂田啓太主査。「制作には、彼の協力が欠かせなかった」と瀬谷さんはねぎらいます。

　記念誌は、高齢者にも配慮し、字を大きくしました。また花水地区の昔の様子を写した写真を大きく掲載し、目で見て地区の歴史を知ることができます。

　「昔の花水地区は住宅が少なく、別荘地帯であったことが分かります。小学校の木造校舎や電車の踏切など懐かしいものばかりです」と、瀬谷さんは地区の今昔に思いをはせます。また「記念誌が、家庭での話題になってもらえれば何よりの幸せです」と笑顔で狙いを話します。





温かみある記念誌

　瀬谷さんは「ゼロから作る難しさもあったが、制作に携わった全ての方の思いがこもった、とても温かみのある記念誌です」と熱く語ります。また「この記念誌が、今まで公民館を利用されなかった方にも関心を持ってもらうきっかけになってくれれば」と期待を込めます。

　花水公民館はこれからも、地域の方々の活動の歴史を一つずつ、また新たなページに書き加えていきます。




[image: 瀬谷委員長・坂田公民館主事写真]


特色ある公民館事業

　花水地区は海に面しているため、サーフィンやボディーボード、ヨットなどのマリンスポーツ事業も実施しています。実際に平塚海岸で活動するプロの方が、講師として教えます。





[image: 地域の祭典　「地区公民館まつり」始まる]



　熱気ある会場に足を運び、公民館をもっと身近に感じてみませんか。公民館を利用している地域の方々が、日頃の活動成果を発表します。模擬店なども出店しますので、ぜひお出掛けください。

　開催時間やイベント内容などは、各地区の公民館が発行する『公民館だより』をご覧ください。

問：中央公民館　電話：0463-34-2111




地域を再発見しよう

　「公民館まつりでは、公民館それぞれが趣向を凝らした催し物を開きます。多くの来場者でにぎわいますよ」と話すのは、中央公民館の鶴田晶子主事。昨年は、市内の全26公民館合わせて、約5万人もの来場者があったそうです。

　また鶴田主事は「人と人との出合いやつながり、地域ならではの発見ができるはずです」と公民館まつりの魅力を紹介してくれました。

[image: 公民館まつり]




[image: 公民館祭り日程表]






[image: まちの話題写真リポート]


まちへの愛着を高める

　平塚駅南口広場に1月25日、バラの苗が植樹されました。ひらつか市民活動連絡協議会と市の協働事業で、市民が中心となって手入れをしていきます。

　一緒に植樹した落合克宏市長は「この苗が皆さんの愛情と熱意を肥やしにして成長し、花を咲かせる日を楽しみにしています」とあいさつしました。


[image: まちへの愛着高める]





幅広く心の交流を

　「市民休養の郷（さと）」である伊豆市との絆をさらに深めるため、友好都市提携と災害時相互応援に関する協定の調印式が、2月6日に開かれました。菊地豊伊豆市長と落合克宏平塚市長が調印し、握手を交わしました。

[image: 友好都市調印式]





盤上の激しい攻防

　囲碁の16期女流棋聖戦第1局が、1月24日に開かれました。

　今局は挑戦者決定トーナメント優勝者の謝依旻（シェイミン）女流本因坊・女流名人が、青木喜久代女流棋聖に勝利。小林覚九段による大盤解説会も開かれ、約150人の囲碁ファンが観戦しました。

　平塚では2期以降、三番勝負の第1局が毎年開催されています。

[image: 囲碁の16期女流棋聖戦]




J1での飛躍を

　湘南ベルマーレの新体制発表会見が、1月17日に開かれました。3シーズンぶりに昇格したベルマーレは、チームスローガンに「蹴躍（しゅうやく）」を掲げ、J1での躍進を誓いました。

　曺貴裁（チョウキジェ）監督は「攻撃的な湘南スタイルを磨いて、いいチームをつくっていきたい」と意気込みを語りました。

[image: 湘南ベルマーレ集合写真]




うちとおんなじ

　家庭のトイレは洋式が主流になりましたが、小・中学校のトイレはほとんどが和式のまま。小学校に入学してすぐは、トイレの使い方に戸惑う児童も少なくありません。災害時には、学校のトイレを高齢者や障がいのある方も利用します。

　そこで、主に小学校低学年の児童が使うトイレを洋式に改修する工事を始めました。今年度は13小学校の30カ所を改修しています。

　松が丘小学校の望月摂子養護教諭は「トイレの使い方は入学してすぐに学ぶのですが、低学年の児童は『うちと違う』と和式を避けてしまいがちです。ときには、洋式の前に列ができることもあるんですよ。洋式トイレが増えるのはありがたいですね」と話していました。

[image: 洋式トイレ導入]




平塚産のイチゴを堪能

　イチゴ狩りのシーズンが始まりました。今年は寒さなどの影響で、昨年より生育が少し遅れていましたが、例年どおり5月ぐらいまで楽しめそうです。平塚は県内でも有数の生産地で、イチゴ狩りが楽しめる農園や、直売所があります。

　1月27日、写真の農園では開園から続々とお客さんが訪れ、赤く熟したイチゴを頬張っていました。外の寒さとは対照的にハウスの中は暖かく、親子連れなどの歓声があちこちで上がっていました。

　シーズン中は毎月訪れるという、秦野市の野本妙子さんは「今日は、甘みも酸味も自分好みで、48個も食べました。摘み取りながら食べると、とてもおいしいです」と笑顔で話してくれました。


[image: イチゴ狩り]





市長こらむ


元気応援ポイント



　住み慣れた地域で長寿を楽しみ、安心して生き生きと暮らせるよう、市では高齢者の社会参加や介護予防などの事業を進めています。「ひらつか元気応援ポイント事業」はその一つで、昨年4月に本格スタートしました。

　65歳以上で介護保険料を完納している方が登録し、指定された34ヵ所所の介護保険施設などで活動するとポイントが交付されます。1時間で1ポイント交付され、1ポイント100円で年間5000円を上限に交付金が受け取れます。活動内容は、洗濯物の整理や話し相手になることなどで、現在124人が登録しています。

　土屋にある特別養護老人ホームローズヒルで活動している84歳の佐野かつ子さんは週2回、バスを使って来所しています。「この事業が始まる前の平成12年から来ているの。少しでも手伝えるのは幸せよ。タオルを畳んだり、おしゃべりしたりするのは楽しいし、介護予防にもなるんだもの」と話してくれました。

　施設を運営するつちや社会福祉会の水島米子理事長は「職員は大助かりです。佐野さんたちが来るとリフレッシュできて、雰囲気も明るくなるんです」と効果を挙げます。一方「登録者を増やすため、現場で手続きできるようにしては」とアドバイスもいただきました。市では登録ができる出張説明会を始めていますが、その会場を増やしていきたいと思います。

　また、佐野さんから「元気応援ポイントは、お金でなく時間で受け取れるようにならないかしら。私がボランティアした時間を将来、私の介護に還元してもらえるように」と提案を受けました。こちらはどのように取り入れられるか、早速研究していきます。

　「団塊の世代」が65歳を迎え始め、本市でも急速に高齢化が進んでいます。元気な高齢者が増え、地域も元気になるように、そして介護の現場を知ってもらえるように、この事業を改善・発展させていきたいと考えています。



[image: ボランティアの佐野かつ子さんと山下郁子さん]



ボランティアの佐野かつ子さん（写真中央）と山下郁子さん（写真右）






平塚市長


[image: 落合克宏氏　氏名]


 

平塚の旬


　市民の花ナデシコは「春の花き展」（お知らせコーナーに記事有り）で販売します。

問：農水産課　電話：0463-35-8103


[image: ナデシコ]





2月納期の市税・手数料


　納付は、便利な口座振替をご利用ください。

①国民健康保険税（第9期）

②後期高齢者医療保険料（第8期）

③介護保険料（第9期）

④清掃し尿従量手数料（第11期）

納期最終日　2月28日（木）

問：①保険年金課　電話：0463-21-8775

　　②保険年金課　電話：0463-21-9768

　　③介護保険課　電話：0463-21-8790

　　④環境業務課　電話：0463-21-8796





湘南バンクへ行こう


　迫力あるレースを、肌で感じませんか。

市営 ＦⅠ

2月15日（金）～17日（日）

市営（前節） ＦⅡ

2月28日（木）～3月2日（土）

問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935

[image: ウェンディ君]
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「市制80周年記念番組」

　3月2日（土）午後4時～4時30分、テレビ神奈川（3ch）で放映します。また3月下旬から、図書館でDVDを貸し出すほか、SCN湘南チャンネルやウェブでもご覧いただけます。





応募方法





■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、2月18日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





お知らせ




天沼地区の都市計画提案書の縦覧と説明会

　天沼の日産車体湘南工場第一地区で、住宅・商業・医療福祉・工業が複合する、新たな土地利用のために都市計画案が提案されました。

　縦覧は2月19日（火）～3月4日（月）の平日、午前8時30分～午後5時。本庁舎4階まちづくり政策課。

　説明会は①2月26日（火）午後7時。教育会館②3月2日（土）午後2時。青少年会館。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



都市計画道路の変更素案の閲覧

　都市計画道路「上平塚花水川橋線」の変更素案を、県が取りまとめました。素案の閲覧と公聴会を開きます。

　閲覧・公述の申し出は2月15日（金）～3月8日（金）の平日、午前8時30分～午後5時。本庁舎4階まちづくり政策課。公述人は市民ら10人程度。

　公聴会は3月27日（水）午後7時～9時。富士見公民館（中里11-21）。公述の申し出がない場合は、公聴会を開きません。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



花巻の物産と観光展

　名産品の販売や、観光の紹介をします。また毎日、先着50人に、花巻産品をプレゼントします。

　2月21日（木）～24日（日）、午前10時～午後6時（24日は午後5時まで）。市民プラザ。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520

[image: 花巻の物産と観光展]




[image: 動画を見る]




外国人の方も、引っ越すときには届け出を

　市に住民登録している外国人の方が、市内での転居や他市町村へ転出する際は、本庁舎1階の市民課②番窓口に届け出が必要です。

　届け出の際は、在留カードまたは特別永住者証明書をお持ちください。

問：市民課　電話：0463-21-8772



総合公園の施設が一時、利用できません

　設備点検で電気・水道を止めるため、公衆トイレを含む、園内全ての施設が利用できません。

　2月25日（月）午前8時30分～午後5時30分。時間は変更する場合があります。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



春の花き展

　平塚で栽培している、鉢花やバラ・洋ランなどの展示と即売をします。

　2月28日（ 木）～3月5日（火）、午前10時～午後6時30分（5日は午後3時まで）。市民プラザ。3日（日）までの毎日、1000円以上お買い上げの先着10人に、花をプレゼントします。

　3日（日）・4日（月）、午前10時～午後4時には、花育ボランティアの「花伝道師」による、押し花体験もあります。実費程度。

問：農水産課　電話：0463-35-8102

[image: 春の花き展]
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市地域防災計画の改訂素案にご意見をお寄せください



　市では、地域防災計画に基づき、さまざまな防災・減災対策を実施しています。

　地域防災計画を構成するⓐ地震災害対策計画ⓑ風水害対策計画ⓒ特殊災害対策計画ⓓ東海地震に係る地震防災強化計画のうち、昨年12月に改訂したⓐを除く、ⓑ～ⓓの改訂素案がまとまりました。これらの改訂素案について、ご意見を募集します。

募：防災危機管理課 電話：0463-21-9734




　それぞれの計画の主な改訂項目は、次のとおりです。




風水害対策計画



　台風・豪雨・暴風などの風水害対策を定めた計画です。

　雨量・水位情報や河川監視カメラ映像による情報提供の充実や、内水ハザードマップの周知など、次の項目を改訂します。

　①災害時情報の収集・提供体制②河川改修など③雨水排水対策④避難対策⑤自主防災組織など地域防災体制⑥災害ボランティア活動の取り組み⑦帰宅困難者対策⑧広域応援体制⑨災害時要援護者対策。




特殊災害対策計画



　油流出など海上災害・放射性物質災害・火山災害・鉄道災害・航空災害などの対策を定めた計画です。

　放射線量の測定や測定資機材の貸し出し、遠隔地で発生した事故に関する県などとの連絡調整、新たに噴火警戒レベルが導入された箱根山など、次の項目を改訂します。

　①放射性物質災害対策②火山災害対策。





東海地震に係る地震防災強化計画



　東海地震に関する警戒宣言などが発令された場合の対策を定めた計画です。

　園児・児童・生徒の安全に配慮した措置や、鉄道運休時に、駅周辺の滞留者を一時滞在施設へ誘導するなど、次の項目を改訂します。

　①東海地震注意情報・東海地震予知情報発表時の対策②警戒宣言発令時の対策。





素案の閲覧・意見の提出



　素案は2月15日（金）から、公民館のほか、市ウェブなどでも閲覧できます。

　郵送・ファクス・メールまたは直接、2月15日（金）～3月18日（月）に、意見・必要事項を、消防庁舎2階の防災危機管理課　電話：0463-21-9734　FAX：0120-704589　メール：bousai-keikaku@へ。

[image: 防災イラスト]









湘南バイシクル・フェス




　平塚競輪場のバンクを走れる自転車の試乗会や、初心者のための自転車教室、ガールズケイリンの選手による模擬レース、ご当地グルメを堪能できる「湘南グルメフェス」などがあります。

　2月23日（土）午前9時～午後5時。平塚競輪場（久領堤5-1）。

問：湘南バイシクル・フェス事務局　電話：03-3478-5566




◆キッズサイクルスクールも開きます

　補助輪を外した乗り方などを教えます。午前11時・午後3時。自転車に乗れない、おおむね4歳以上で身長100センチ以上の方、各25人（先着順）。300円。

募：湘南バイシクル・フェス事務局　電話：03-3478-5566

[image: 湘南バイシクルフェス]
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　今シーズン、3年ぶりの昇格を果たした湘南ベルマーレ。戦いの舞台をJ1に移し、平均年齢23歳の若いチームがピッチで躍動します。

　開幕戦は〝神奈川ダービー〟で、横浜F・マリノスと3月2日（土）午後2時から、日産スタジアムで戦います。

　ホームShonan BMWスタジアム平塚での初戦は、9日（土）午後7時から、サガン鳥栖と対戦します。スタジアムを緑と青のチームカラーで埋め尽くし、熱い声援を送りましょう。




◆J1への出陣式　ベルマーレワンダーランド

　開幕前の恒例イベントを、今年も開催します。選手と触れ合えるイベントがめじろ押しです。ほかにも、ステージイベントやスタンプラリーなどもあります。

　2月24日（日）正午～午後3時。小雨決行。平塚駅前中心商店街（紅谷町・明石町）。

問：湘南ベルマーレ　電話：0463-25-1211


[image: ベルマーレ]










募集




小・中学校のサン・サンスタッフを追加募集

　教科指導における基礎・基本の定着などを補助します。

　1年間の登録制で、4月から必要に応じて採用。1日5時間、月12日以内。時給930円、交通費は別途支給。面接日は応募時に決めます。

募：2月18日（月）～28日（木）の平日に、履歴書を本人が直接、豊原分庁舎1号館1階の教職員課　電話：0463-35-8116へ。



スコアボードや放送の技術員

　平塚球場やShonan BMWスタジアム平塚で、試合運営のサポートをしてみませんか。

①スコアボード点字員　得点・選手名の入力など。

②放送員　野球場でのアナウンス。

　市内在住・在勤・在学の高校生以上の方、各5人程度。応募した方には、実技研修を受講していただきます。

　施設利用者からの依頼を受けて活動します。パートやアルバイトなど、市や総合公園と雇用関係のある業務ではありません。

募：電話または直接、3月1日（金）～12日（火）に、総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233へ。



小規模な修繕を請け負う事業者の登録申請

　「小規模工事等随意契約適格者名簿」への登録申請を受け付けます。

　資格の有効期限は4月1日～平成27年3月31日です。

募：市ウェブや東附属庁舎2階の契約検査課　電話：0463-21-8780にある申請書を、3月1日（金）～15日（金）の平日、午前8時30分～午後5時に直接、同課へ。



サポートファーマーとして援農活動をしませんか

　農家の手伝いや遊休農地の耕作などをします。

　4月3日～平成26年2月26日の水曜日、全48回、午後1時30分。天候などにより、日程や回数を変更する場合があります。研修農場（南金目1933-1）。市内在住で、研修農場に通え、除草など農場管理が日常的にでき、将来、農業者の手伝いができる方15人（抽選）。鎌などの農機具や軍手など。8000円。

　開講式は4月3日（水）午後1時30分から。吉沢公民館（上吉沢395）。

募：3月8日（金）までに直接、豊原分庁舎2号館2階の農水産課　電話：0463-35-8102へ。



地域行事に役立つイベント用品を貸し出します

　自治会や子ども会などの地域のふれあい活動にイベント用品を貸し出しています。

　4～9月の先行予約を受け付けます。貸出期間は5日以内で、予約が重なった場合は抽選です。

　貸出品はポップコーン機、綿菓子機、かき氷機、焼き物機、焼きそば台、おでん鍋、発電機、紅白幕、ワイヤレスマイク・アンプ、テント。

募：2月25日（月）までに直接、東附属庁舎2階の協働推進課　電話：0463-21-9618へ。予約期間終了後は、先着順で受け付けます。



まちづくり探偵団

　昭和初期の写真から、今の場所を探し出し、親子でまちの移り変わりと未来を考えませんか。

　3月27日（水）午後1時～5時。教育会館集合・解散。市内在住の小学校3～6年生とその保護者46人（抽選・小学生は保護者同伴で）。

募：電話・ファクス・メールで、必要事項・子どもの氏名（ふりがな）・学年を、3月1日（金）までに、まちづくり政策課　電話：0463-21-8781　FAX：0120-704589　メール：machi-s@へ。



里山体験ワークショップ

　①カブトムシの幼虫探し②散策路の休憩スポット整備③落ち葉堆肥作りから、一つ選びます。

　3月9日（土）午後1時～5時30分。吉沢公民館。保険証の写し・雨具、①の方は容器。作業に適した服装・靴・帽子。300円。

募：電話・ファクスで、必要事項・年齢・活動内容（①～③のいずれか）を、3月4日（月）までに、湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化に向けた協議会　電話：0463-58-4179（月・水・金曜日の午前9時～午後5時）　FAX：58-4326へ。



ひらつか環境ファンクラブの活動報告会

　3月10日（日）。市民活動センター。市内在住・在勤・在学の方（先着順）。

　1部は午後2時から。80人。「家庭用太陽光発電システム設置の効用と創エネの役割」についての講演。

　2部は午後3時10分から。45人。市内で環境保全活動をしている3団体の発表と、「太陽光」や「自然環境保全」をテーマにしたワークショップ。

募：電話・ファクス・メールで、必要事項・部門名を、2月27日（水）までに、環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s-event@へ。



女性のための無料法律相談会

　夫婦関係にまつわる法律相談（親権・養育費・慰謝料・財産分与・内縁関係・年金分割など）ができます。

　3月18日（月）・21日（木）、①午前9時30分～10時10分②10時20分～11時③11時10分～11時50分④午後0時50分～1時30分⑤1時40分～2時20分⑥2時30分～3時10分⑦3時20分～4時。教育会館。市内在住・在勤・在学の女性14人（各日7人・抽選）。未就学児の保育もあります。

募：電話・ファクス・はがきで、必要事項・相談日・相談時間の番号（第2希望まで可）・保育を希望する方は、子どもの氏名・年齢を、3月6日（水）までに、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736へ。



布ぞうり作り教室

　3月11日（月）午前9時～正午。リサイクルプラザ。16人（抽選）。布・はさみ・物差し・ピンセットなど。

募：往復はがき（1人1枚）で、必要事項を、2月22日（金）までに、〒254-0014 四之宮7-3-5のリサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。



ちびっ子囲碁入門教室

　4日以上参加した方には、25級の認定証を渡します。

　3月27日（水）～31日（日）、全5回、午前9時30分～11時30分。市民センター。3日以上参加できる囲碁を覚えたい小・中学生40人（先着順）。

募：はがきで、必要事項・年齢・学校名を、〒254-0045見附町15-1文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。





世界の青年と交流しませんか

　①国際青年育成交流事業（アジア・ヨーロッパ・中南米地域などのうち1カ国、9月）②日本・韓国青年親善交流事業（9月）③東南アジア青年の船（10～12月）。

　4月1日現在、18～30歳の方。①③は交流活動ができる英語力がある方。

募：郵送で、青少年会館内の青少年課　電話：0463-32-7029にある応募用紙を、3月5日（火）までに、〒220-0044横浜市西区紅葉ケ丘9-1県立青少年センター指導者育成課　電話：045-263-4466へ。応募用紙は、内閣府のウェブにもあります。



初心者のための写真教室

　カメラの基本的な操作方法や撮影のポイントを学びます。

　3月16日（土）午前9時～正午。ひらつかアリーナ会議室・馬入ふれあい公園内。小学生以上の方20人（先着順・小学生は保護者同伴で）。デジタルカメラ。

募：2月18日（月）午前9時から、馬入ふれあい公園管理事務所　電話：0463-25-0011へ。



渋田川桜まつりのフリーマーケット出店者

　4月7日（日）午前10時～午後3時。21店（抽選）。1000円。

募：往復はがきで、必要事項・出店内容（飲食物不可）を、3月15日（金）までに、〒254-0081豊田打間木692-5渋田川桜まつり実行委員会の岸　電話：0463-53-2181へ。





もうすぐ入学式入学の準備を始めましょう




　子どもたちにとって、新しい友達との出会いや勉強を待ち遠しく思い始める、この季節。

　4月から始まる新しい学校生活に向けて保護者の方は、お子さんの入学準備をお願いします。

問：学務課　電話：0463-35-8118






入学通知書の確認を

　4月から新たに小・中学校へ入学するお子さんがいる家庭には1月下旬までに、入学通知書を郵送しました。通知書が届いていない方や記載内容に誤りがある場合は、ご連絡ください。

　対象は平成18年4月2日～19年4月1日生まれの新小学校1年生、または12 年4月2日～13年4月1日生まれの新中学校1年生。

　外国籍で市内の小・中学校に入学を希望する方や、県立中等教育学校、国立・私立の学校に入学する方は、学務課に届け出てください。






学区外への入学

　次の方は、学区外の小・中学校に入学できます。必要書類を持って、豊原分庁舎1号館1階の学務課までお越しください。

　①保護者が仕事の都合などで、家庭に不在で自宅以外の場所に下校させるため、預かり先に近い学校に入学させたい②家屋を建設中などで、転入予定地の学校へ入学させたい。必要書類は①が預かり承諾書・就労証明書②が建築確認書の写しなど。






義務教育費を援助します

　経済的理由で、小・中学校への就学が困難な方に対して、学習に必要な費用の一部を援助します。

　市立小・中学校に在学する児童・生徒、または市内在住で県立中等教育学校（前期課程）に在学する生徒がいる家庭。希望者は、通学する学校にお申し出ください。現在、援助を受けていて、4月以降も引き続き援助を希望する方も新たに申請してください。4月に新小学校1年生になる方は入学後、すぐにお申し出ください。

[image: もうすぐ入学式]






[image: 東海大生が案内するバスツアー]




　東海大学の観光学部の学生が、市内の魅力を紹介するバスツアーです。イチゴ狩りや、あさつゆ広場を訪れるほか、花菜（かな）ガーデン内のレストランで昼食を食べます。

　3月24日（日）午前9時～午後6時。平塚駅北口NTT（明石町1ー30）前集合・解散。30人（先着順）。2,500 円（昼食付き）。

募：神田交通（株）神田ツーリスト（東豊田531-27・神奈川県知事登録旅行業者第2-494号）　電話：050-3775-2020へ。






[image: 知っとこ！防災]


No.17　津波避難ビルと帰宅困難者対策



避難対策の充実

　市では、災害時の一時避難場所として、61カ所の津波避難ビルを指定し、合計6万7000人分の避難場所を確保しました。

　ほかにも、電車などの運行停止で想定される駅前滞留者に備え、新たに帰宅困難者用一時滞在施設としての協定を平塚ラスカと締結しました。詳しくは、市ウェブをご覧ください。

問：防災危機管理課　電話：0463-21-9734





[image: 伊豆月ヶ瀬梅林梅まつり]

　友好都市提携した伊豆市で、梅の花を楽しみませんか。天城連山を望む丘陵地に、多くの梅が咲き誇ります。

　2月17日（日）～3月17日（日）、午前9時～午後3時。伊豆月ヶ瀬梅林（伊豆市月ヶ瀬535-5）。入園料は大人300円など。駐車場は無料。

問：伊豆月ヶ瀬梅組合　電話：0558-85-0480

[image: 伊豆月ヶ瀬梅林梅まつり]



[image: 湘南祭2013]

　ビーチスポーツやステージイベントなどでにぎわう、湘南祭のサザンフリーマーケットに出店しませんか。

　サザンビーチちがさき（茅ケ崎市中海岸4-12986）。県内在住で出店者説明会に必ず参加できる方、30ブース（抽選・事業者不可）。3,000 円。説明会は3月27日（水）午後7時または31日（日）午前11時開始。茅ケ崎商工会議所（茅ケ崎市新栄町13-29）。

募：往復はがきで、必要事項・出店希望日（いずれか1日）・販売品目（飲食物不可）・車両ナンバー・出店理由を、2月28日（木）までに、〒253-0044茅ケ崎市新栄町13-29湘南祭実行委員会事務局　電話：0467-58-1111へ。

[image: 湘南祭2013]



[image: 元気発見]




　市民センターでは48の文化サークルが芸術や文学などの文化活動を楽しんでいます。

　「同じ趣味を持った仲間が集まることは、お互いの刺激になります。会員には90歳を超える方もいて元気に活動しています」と話すのは、文化サークル連絡会の三田昌也会長。

　三田さんが所属する「楽しい水彩画　透彩会」など、各サークルの活動成果を発表する「第13回文化サークル合同発表会」は、2月14日から開催しています。

　絵画や手工芸品は19日（火）まで、市民プラザで展示。また17日（日）には、合唱やマジック・ピアノなどの発表会が市民センターで開かれます。

　文化サークルには、絵画だけでも水彩画や水墨画、卵黄を使ったテンペラなど、たくさんの教室があります。「合同発表会は自分に合ったサークルが見つかるきっかけになるかもしれません。市民の文化レベルの向上はもちろんですが、文化活動を生活の潤いにしてもらえばうれしいです」と、三田さんは笑顔で語ってくれました。
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広告で市民にPR



市民生活ガイドブック

　暮らしに役立つ行政情報や、防災・防犯・子育て・医療機関などを紹介する市発行の情報誌に有料広告を掲載しませんか。

　市役所や公民館などで、転入者と希望者に配ります。A4判・2色／4色混載、約120ページで、2万部を作成。6月発行予定。

募：電話で、4月19日（金）までに、湘南リビング新聞社　電話：0466-27-7411へ。




市ウェブのバナー

　1カ月当たり40万件のアクセスがある市の公式ウェブサイトに、バナー広告を掲載しませんか。

　14枠。月額1枠当たり3万円、年度をまたがない場合は継続6カ月以上2万7000円、継続12カ月2万4000円（税込み）。1カ月単位で掲載可。

　バナー画像は、縦60ピクセル×横120ピクセルなどで基準があります。バナー画像は広告主が作成し、作成経費などは自己負担です。

募：郵送または直接、本庁舎3階の広報・情報政策課　電話：0463-21-8761で配る申込書を同課へ。申込書は、市ウェブにもあります。


























健康と福祉




理学療法士の臨時職員を募集します

　にこにこ園（追分1-43）や幼稚園・保育園で、運動発達に課題がある障がい児らへ理学療法をします。

　勤務は火・金曜日の午前9時45分～午後4時。普通自動車免許をお持ちの方。時給は3700円。

募：こども発達支援室くれよん　電話：0463-32-2738



食生活改善推進員になりませんか

　公民館を拠点に、料理教室などを通して食生活を改善するボランティア活動をしています。養成講座を受講して、一緒に活動しましょう。

　4～12月、全12回。市内在住・在勤の方35人（先着順）。実費程度を負担。

募：健康課　電話：0463-55-2111



弱視レンズ展示会

　視力の低下などで日常生活に不便を感じている方のために、近・遠用の弱視レンズなどを展示します。

　2月21日（木）午後2時～4時30分。県立平塚盲学校（追分10-1）。

問：平塚盲学校　電話：0463-31-1341



ひらつかアリーナの開放日

　3月5日（火）午前9時～午後5時。卓球・バドミントン・ソフトテニス・バレーボール・バウンドテニスなど。アリーナ半面。用具などはお持ちください。

問：馬入ふれあい公園管理事務所　電話：0463-25-0011



高齢者のアロマセラピー講座

　日常生活の中で、香りを楽しみませんか。

　3月11日（月）午後1時30分～3時。福祉会館。市内在住の60歳以上の方20人（抽選）。タオル・筆記用具。500円。

募：電話または直接、氏名・年齢・電話番号を、平日の午前8時30分～午後5時に、福祉会館　電話：0463-33-2333へ。



オストメイト講演・相談

　オストメイト（人工肛門・人口ぼうこうの保有者）とその家族や関係者を対象に、医療講演会や個別相談、グループ懇談などをします。

　3月24日（日）午後1時30分～4時30分。市民活動センター。

問：日本オストミー協会神奈川支部　電話：0466-45-4216



老後の安心生活を考えよう

　成年後見制度や日常生活自立支援事業などについての講演会です。老後を安心して生活するために、知っておくべき制度の案内や現状について話します。ご自身やご家族の
老後生活の備えを考えてみませんか。

　3月6日（水）午後1時30分～3時30分。保健センター。市内在住・在勤の方100人（先着順）。

募：高齢福祉課　電話：0463-21-8778
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｢光に魅せられて｣


　夜の学校は暗いですが、その中で光る建物はとてもきれいです。輝いている1号館に魅せられてシャッターを切りました。（平成24年12月中旬、東海大学構内で撮影）

東海大学1年　写真部


竹内麻美さん（19）
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　参加する際は、母子健康手帳を忘れずにお持ちください。詳しくは、市のウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆育児相談

　6日・13日・27日の水曜日、午前9時30分～10時30分。身体計測や生活、食事、母乳、歯の衛生など、育児に関する相談ができます。








◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関に直接、お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、ウェブまたは保健センターで配っています。








◆歯科健康診査（予約制）

　13日（水）午後1時～2時30分。28日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。歯の健康診査やフッ素塗布の体験・相談など。








◆母親父親教室

★妊娠中の過ごし方など　4日（月）午後1時30分～3時30分。妊婦とご家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方など　11日（月）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とご家族。祖父母教室も同時開催します。

★赤ちゃんのお風呂、妊婦体験　23日（土）午後1時30分～3時30分。妊娠8カ月以降の方とご家族。









◆離乳食教室（予約制）


　離乳食の進め方など、赤ちゃんの成長に合わせたコースです。


★5～6カ月児　28日（木）午後1時30分～2時40分。


★7～8カ月児　22日（金）午後1時30分～3時。


★9カ月児～1歳6カ月児　26日（火）午前10時30分～11時30分。








◆子育て教室（予約制）

　お子さんと一緒に学べる体験教室です。

★すくすく子育て教室　27日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。育児や赤ちゃんの病気、赤ちゃん体操など。赤ちゃんに読み聞かせなどをして絵本をプレゼントする、ブックスタートも同時開催します。


★歯っぴい　はみがき教室　12日（火）午前10時～11時。8カ月～12カ月児。歯みがき準備期編。歯の手入れ方法を学びます。
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お知らせ掲示板



あじさい会　つるしびな展

　手作りした、つるしびなを展示します。

　2月22日（金）～24日（日）、午前9時～午後4時。浄信寺（長持337）。

問：あじさい会の吉田　電話：0463-32-5804








アート21油彩画展

　静物画・人物画・風景画などの油彩画を展示します。

　2月26日（火）～3月3日（日）、午前9時30分～午後4時30分（26日は午後1時から、3日は午後4時まで）。美術館。

問：アート21の伊藤　電話：0463-55-0005








第3回We-写楽写真展

　「橋」をテーマにした作品と自由作品による、約90点の写真展です。市内の橋100選の記録写真もあります。

　2月26日（火）～3月3日（日）、午前9時30分～午後4時30分。美術館。

問：We-写楽の大貫　電話：0463-55-4695








おんがくっ子フェスティバル2013

　三世代で創造する音楽活動の発表です。混声合唱や、創作ミュージカル「平塚七夕物語」、ゴスペル・ダンスなど。

　3月9日（土）午後2時～4時。中央公民館。

問：平塚芸術文化実行委員会の山口　電話：0463-34-3710








平塚市少林寺拳法協会の演武発表会

　3月15日（金）午後7時～8時30分。総合体育館。

問：平塚市少林寺拳法協会の原　電話：0463-58-0167（午後7時以降に）








第12回マジック発表会

　日頃の成果を市民に披露します。プロマジシャンも特別出演します。

　3月16日（土）午後1時～4時。中央公民館。

問：湘南ひらつかマジシャンズの原田　電話：0463-31-0981







利用方法



　掲載は、広く市民に開放されている発表会や展示会などで、事前応募の必要がないイベントに限ります。

　団体・講座・教室などの会員や受講者の